
賓書だより 令和2年 10月義警

翼守漱ぶιll闘踊     織富



:=≦爵量無富鸞繭織蔵購轟はい蒸滋んt.

11 身に覚えのなtヽ亀語は、相手にせず、臨

|ヽ ぐに電話を切りましよう。

I11家
藤織ぶふ二吉めな連経を駆麟禽ユー,1言

‐
|ヽ:.こと蝉覇素■. ォ

「
ぜ
計

奮糞rtックニは、リュッサな
=0す

ぐ構む菫ざで書●も0に
◎ 織韓ホ(1ムにつ幸1職事1〕ットル轟事と筆購嘲願D
◎ 薇鷲機ばス争ットや書務、な眼0鶴標機など0カ●11-が落鸞ものが難糠機)

0 戦議億ット僻 彗書や難議、韓織蒻など)

◎ _義額、■濃、書市、,オ轟、銀議など

○ 職薔贈二、ウェットチィッショ、構薄トイレ1、墓
          _

0 懐中爾前、濃潜響 オ、構霧
=餞

0■電器C奉バイ島バッチ

墓 桑 義二i卜●ョ置mJドなど織確奮れておく驚議04二ぜすo(競継黎

轟まで03菫職査鍛彎鶴薔ため03口爾バッサと言われています)´
:

蹂年0    や壼鳳重農藤藍pよ機な食鑢機費響へa織継 む

て、3餞麒バッ警蹴勢EEも1議曲盤重鐵霊襲饉饉
=菫

や

が食颯ですo

ρ

億ぱ鞭す轟
=≧

真(賭範1職毎職


